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自分の経験をもとに仕事と生活について話す佐々木さん

　キックスで６月 26日、おんなとおとこのワイワイあ
ごらが開催され、約 160人が参加しました。
　会場では、「ワーク・ライフ・マネジメント」について、
㈱東レ経営研究所社長の佐々木常夫さんが自分の経験を
もとに講演。自閉症の子どもの育児と病気のパートナー
の介護をしながら家事も仕事もこなした佐々木さんは、
「仕事と生活をうまく管理（マネジメント）することで、
個人も会社も成長します」と話していました。

仕事と生活を管理してともに成長
おんなとおとこのワイワイあごら講演会

校内の水田で田植えに挑戦する児童たち

　南花台西小学校で６月 21日、体験学習の一環として、
校内にある水田で田植えが行われました。これは、米づ
くり体験を通じて、農業の大切さを知るとともに、農家
の人たちとの交流を深めるために実施されたものです。
　この日田植えをしたのは、５年生 22人。児童たちは、
地元の農家の人から苗の植え方などを教わったあと、水
田に入り田植えに挑戦しました。初めての作業に戸惑い
ながらも、児童たちは楽しく農業を体験していました。

泥まみれの田植え初体験
南花台西小学校で農業体験学習

会場には様々な体験コーナーがあり子どもたちも大喜び

　体験や交流を通じて生涯学習を身近に感じてもらおう
と企画された生涯学習見本市。今年は６月 20日にキッ
クスで開催され、約１千 900人の市民が参加しました。
　この日は、体操・ダンスなどの体験講習や子ども手作
り工作、人権・福祉活動の啓発展示など、たくさんのコ
ーナーに分かれて催しが行われました。参加者たちは、
興味のあるコーナーを訪ねながら、自分に合った生きが
いづくりのヒントを学んでいました。

生きがいづくりのヒントがいっぱい
生涯学習見本市

大日如来坐像が金堂からゆっくりと運び出されます

　天野山金剛寺で、金堂の修理に合わせて所蔵する重要
文化財の仏像の保存修理をするため、６月から７月にか
けて仏像の搬出作業が行われました。
　今回保存修理するのは、いずれも重要文化財の木
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の３体。こ
れらの仏像は、修理を行う京都と奈良の国立博物館の工
房に運搬するため、厳重に梱

こん

包
ぽう

して搬出されました。な
お、保存修理が終了するのは、平成 24年の予定です。

貴重な文化財を未来に伝える
天野山金剛寺の仏像が保存修理のため搬出

電気自動車の引き渡しを受ける芝田市長

　市では、地球温暖化防止対策の一環で、電気自動車６
台を公用車として全額国の交付金を活用し購入しまし
た。このうち２台が７月２日に納入され、関係者らが集
まり導入式を行いました。
　導入したのは、三菱自動車工業㈱のアイミーブ。１回
の充電で 160 ㌔㍍走行できます。また、車体には「エ
コのまち河内長野」のロゴマークとモックルを入れ、走
る広告塔として市のＰＲに活用します。

エコのまちをＰＲする走る広告塔
電気自動車６台を公用車として導入

赤と青の電気自動車でエコのまちをＰＲします

Face市民の横顔

　世界最大の国際品評会で「食のオリンピッ
ク」と言われるモンドセレクション。西之山
町で「玄米屋の玄さん」を営む西義浩さん・
友子さん夫婦は、今年５月に、ブレンド米
「結

ゆい

」で、優秀品質銀賞に輝きました。
　義浩さんは「米は生き物です。産地などで
おいしく食べられる期間が変わります。また
同じ銘柄でも産地が違えば味も違います」と
話します。気温や湿度に配慮し、米の味度を
測定したり、精米歩合を調整したりしながら
相性の合う米をブレンドします。そして何度
も試食しながら自分の舌で試行錯誤を重ねま
す。「一人で試食をしているとどうしても壁
にぶつかります。その時に妻の助言が助かり
ます」と義浩さん。夫婦の共同作業で最適な
ブレンド米を完成させます。
　河内長野で米の専門店を開店して２年。今
年１月に西之山町に移転した店内には、全国
から取り寄せた米が並び、客の要望に応じた
自家精米をしています。友子さんは「毎日お
客さんとの出会いが楽しみです。またお客さ
んの好みをじっくりと聞いたり、精米歩合を
調整したりして、おいしい米を提案できるよ
う心がけています」と話します。
　現在日本では、ブレンド米のイメージが良
くないのが現状です。しかし、米を適切にブ
レンドすれば、よりおいしく食べることがで
きます。最後に義浩さんは「これからは、河
内長野市産の米も取り入れたりして、“結”
を河内長野の名産品にできたらと考えていま
す。そしてブレンド米のおいしさをもっと
PRしていきたい」と抱負を語ってくれまし
た。

▲夫婦仲良く、さわやかな笑顔でお迎えします

　ブレンド米「結」で
　モンドセレクション優秀品質銀賞に輝く

西義浩さん・友子さん


